
目的 ：元気なあいさつをして，学校生活を明るくする｡

提案①：あいさつをよびかけるポスターを校内にはる。

⇒ポスターは，全学年を対象にして，希望する

人に出してもらう。

提案②：毎週月曜日を「あいさつデー」にする。

⇒「あいさつデー」の日は，児童会の委員が

登校の時間に学校の出入口に立ち，あいさつ

をよびかける。

∼（提案が続く）∼

〔意見①〕

【資料１】児童会の委員が提案をした内容の一部

【資料２】提案に対する学級の意見と児童会の委員の

考えのメモ

〔委員の考え〕

ポスターは，仕上

げるまでに時間がか

かるので，標語のよ

うな短い文のほうが

取り組みやすい。

［案］

ポスター…取り下げる。

標語 …取り上げる。

［理由］

標語のほうが時間をかけずに

取り組むことができ，多くの人

があいさつの大切さを考える

機会になる。

〔意見②〕 〔委員の考え〕

「あいさつデー」

のときは，あいさつ

をする場面を増やす

ために，下校の時間

にも出入口であいさ

つをよびかけるほう

がよい。

［案］

下校の時間…取り上げない。

登校の時間…提案のとおり。

［理由］

下校の時間が学年によって

ちがい，委員がそのたびに出入口

に立つことはむずかしい。

∼（メモが続く）∼

２

第
一
小
学
校
で
は
、
﹁
あ
い
さ
つ
運
動
﹂
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、
児
童
会
の
委
員
が
、
︻
資
料
１
︼
の

よ
う
に
提
案
を
し
ま
し
た
。
そ
の
提
案
に
対
す
る
学
級
の
意
見
と
児
童
会
の
委
員
の
考
え
を
メ
モ
し
た
も
の
が
、

︻
資
料
２
︼
で
す
。
そ
し
て
、︻
資
料
３
︼
は
、︻
資
料
２
︼
を
も
と
に
し
て
、
児
童
会
の
委
員
が
書
い
た
児
童
会

だ
よ
り
の
一
部
で
す
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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「あいさつ運動」に取り組みます



児童会では，５月から「あいさつ運動」に取り組むことに

します。先日，児童会の委員がみなさんに提案をした内容に

ついて，いくつかの学級から意見が出されました。そのことに

ついて，委員の中で改めて考えたことを下のようにまとめ

ました。もう一度，学級で考えてみてください。

※取り組む内容や方法は，次回の代表委員会で決定します。

〔意見①〕 ポスターは，仕上げるまでに時間がかかるので，標語の

ような短い文のほうが取り組みやすい｡

〔委員の考え〕 児童会の委員としては，ポスターは目に入りやすく，

印象に残るので，効果があると考えていました。しかし，意見の

とおり，ポスターを仕上げるためには，やはり時間がかかると思い

ました。

そこで，ポスターの案は取り下げて，標語を取り上げることにします。

ア

〔意見②〕 「あいさつデー」のときは，あいさつをする場面を増やすため

に，下校の時間にも出入口であいさつをよびかけるほうがよい｡

〔委員の考え〕 下校の時間については，児童会の委員の中では話題に

なっていませんでした。確かに，意見のとおり，登校の時間だけ

ではなく，下校の時間にも出入口であいさつをよびかけるほうが

あいさつをする場面は増えるでしょう。

イ

∼（たよりの内容が続く）∼

【資料３】児童会だよりの一部
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〈条件〉

○ 【資料２】の〔意見①〕に対する〔委員の考え〕の

の中の内容をもとにして書くこと。

○ 書き出しの文に続け，

「それは（文のはじめ），∼からです（文の終わり）。」

という文の形にして一文で書くこと。

○ 書き出しの文をふくめて，80字以上，100字以内にまとめて

書くこと。

※下の原
げん

稿
こう

用紙は下書き用なので，使っても使わなくてもかまいません。

解答は，解答用紙に書きましょう。

※◆の印から書きましょう。

80字

100字

を

案

ま

のそ こ で ， ポ ス タ ー

は 取 り 下 げ て ， 標 語

取 り 上 げ る こ と に し

す 。
◆

一

児
童
会
の
委
員
は
、
︻
資
料
３
︼
の

ア

の
中
に
︹
意
見
①
︺
に
対
す
る
考
え
を
書
き
ま
し
た
。

ア

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
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〈条件〉

○ 【資料２】の〔意見②〕に対する〔委員の考え〕の

の中の内容をもとにして書くこと。

○ 二つの文にして書くこととし，

一つめは，「しかし（文のはじめ），∼します（文の終わり）。」

二つめは，「それは（文のはじめ），∼からです（文の終わり）。」

という文の形にすること。

○ 二つの文を合わせて，80字以上，100字以内にまとめて書くこと｡

※下の原
げん

稿
こう

用紙は下書き用なので，使っても使わなくてもかまいません。

解答は，解答用紙に書きましょう。

※◆の印から書きましょう。二つめの文は一つめの文に続け，行を変え

ないで書きましょう。

80字

100字

◆

二

児
童
会
の
委
員
は
、
︻
資
料
３
︼
の

イ

の
中
に
︹
意
見
②
︺
に
対
す
る
考
え
を
書
き
ま
し
た
。

イ

の
中
に
入
る
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
、
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。
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